
地

球

節
十
八
巻

第

二
班

三〇

佐
賀

願

の
自

然

地

理

鳥

(
譜

isr
幣

)

堀

栄

第
三
節

松
浦
､
杵
島
地
置

丘
陵

群

地
帯

第
三
紀
層
地
帯

縦

構

造

地
昔

霞
城

本
位
は
本
膳
の
西
部

完
町
を
占
め
る
東
松
浦

牛
島
及
び
其
の
根
幹
を
臥
す
杵
島
郡
阿
部
の
丘
陵
の
多

-
起
伏

せ
る
節
三
瓶
暦
地
帯
を

包
宿

せ
る
7P
の
で
あ

る
｡
而
し
て
其
の
範
囲
は
'
兼
は
於
浦
川
断
層
谷
､
或

は
両
子
山
.
杵
島
山
等
の
小
地
亜
山
脈
に
よ
っ
て
背
振
､

天
山
地
置
､
並
に
佐
賀
平
原
地
同
は
帝

い
て
ゐ
る
.
そ

し
て
北
部
は
兼
於
浦
牛
島
及
涙

近
海
に
散
布
す
る
多
-

の
島
を
擁
し
て
玄
海
に
望
み
､
閥
は
安
岐
水
道
或
は
長

崎
腺
北
松
浦
郡
並
は
兼
彼
杵
郡
に
直
接
は
頂
p
JP
其
の

中
間
に
伊
常
鹿
野
の
奥
行
深
さ
陥
没
轡
が
あ

る
O
而
し

て
南
は
魔
相
川
の
東
西
線
を
劃
し
て
多
良
火
山
地
置
け

連
な
っ
て
ゐ
る
.

地
形
と
地
質

･
本
閲
は
既
に
述
べ
た
る
背
振
､
天
山

地
位
と
は
地
形
も
地
質
も
或
は
地
帯
構
造
等
も
頗
る
状

態
を
典
に
す
る
｡
即
ち
地
質
は
主
に
第
三
配
管
並
に
そ

れ
を
貫
け
る
玄
武
岩
､
石
英
粗
面
岩
等
よ
-
成
る
｡
地

形
も
亦
概
し
て
丘
陵
性
は
し
て
､
其
中
敷
峰
む
除
-
外

は
多
-
は
海
披
四
〇
〇
米
以
下
の
79
の
が
大
部
分
で
あ

る
こ
と
と
､
甚
だ
長
さ
源
岸
線
を
有
す
る
rJ
と
-

即

ち
こ
れ
は
沈
降
式
の
屈
曲
多
g
J海
岸
で
あ
る
が
-
････並

に
多
-
の
河
谷
や
海
棒
線
や
地
馳
山
脈
の
方
向
等
が
明

二

十

∴

二
㍉

㍉

∴

∴

∴

二

期
で
あ
ら
う
｡

級
で
次
に
本
隊
の
垂
直
肢
節
を
迫
鷹
す
る
は
､
既
に

前
述
せ
る
如
-
､
丘
陵
性
の
小
起
伏
を
不
せ
る
地
帯
が



節 五 問

魯

二 三 二去 二重i -:_I-:__,-=i__.二｢ よ ミニ 1-___-I_主 二三 二 :i ニ

普

広也也眉奥細 野穐包夢叫

大
部
分
で
あ
っ
た
が
､
次
に
其

の
詳
し
さ
研
究
の
便
宜
上

其
の

地
形
地
質
の
特
色
に
よ
っ
て
左

の
三
郡
に
置
別
し
て
み
や
う
｡

A

小
地
亜
群
地
邪

B

箪
三
配
小
丘
陵
地
帯

C

玄
武
岩
毒
地
帯

乙
の
三
井
の
境
界
は
､
先
づ

小
地
亜
群
地
昔
と
第
三
配
小
丘

陵
地
背
と
の
境
を
伊
菌
旦
町
と

杏
,つら野

巌

木

村

牧
潮
と
を
結

ぶ

線

と

し
.
次
に
玄
武
岩
基
地
昔
と

の

境
堺
は
東
松
浦
郡
の
西
南
隅
た

き
hソこ

る

切

木

村
杉
野
浦
と
､
某
は
枚

ト
IJス
･]

浦
川
中
流
な
る
徳

須

恵

盆
地
と

む
賞
ぬ
る
線
を
以
て
す
る
｡

A
小
地
亜
群
地
帯

此
の
三
昔
の
政
商
昔
在
る
小

地
亜
群
地
帯
は
特
は
西
部
は
晦

催

教

解

の

日

蝕

地

珊

(

ニ
1
)

披
高
さ

所
あ
-
｡
即
ち
佐
賀
､
義
憤
の
爾
堀
境
に
は
殆
尤

ど
南
北

に
走
る
西
ケ
岳
地
魔
､
或
は
北
と
平
行
し
て
大

川
内
番
地
動
が
あ
る
｡
両
者
は
有
的
川
の
構
造
谷
の
両

側
に
襲
え
る
南
北
に
走
る
小
池
典
で
あ
る
｡
閣
ケ
番
地

典
は
北
は
長
崎
螺
の
市
場
的
(
四
二
四
米
)
は
初
耳
LL
､

東
南
在
る
閲
見
山
(
四
九
五
､
九
米
)
並
に
慮
商
事

三

光
の
無
名
の
山
を
経
て
､
烏
帽
子
山

(
六
〇
五
米
)
に

棄
て
商
折
し
､
問
見
山

(
七
九
五
米
)
八
天
爵

(
七
〇

七
米
)
に
蓮
-
､
隠
居
魯

(
七
七
四
米
)
の
北
東
に
終

る
｡
こ
れ
は
長
里

1十
五
粁
'
平
均
高
度
約
六

〇
〇
米

な
ら
｡
其
断
層
屋
上
に
は
大
髄
南
北
に
走
る
卒
頂
部
を

乗
せ
て
有
田
川
斜
面
は
凡
そ
三
〇
〇
米
乃
至
四
〇
〇
米

の
急
傾
斜
の
断
層
崖
を
向
け
て
ゐ
る
｡
山
背
は
兼
は
佐

嚢
腫
側
に
急
傾
斜
せ
る
ほ
反
し
'
酋
在
る
長
橋
腺
側
に

は
綬
科
せ
る
非
封
象
的
の
地
形
で
あ
る
｡
此
の
地
盛
の

基
底
は
第
三
紀
暦
よ
-,h
な
-
､
山
勘
は
玄
武
岩
は
よ
っ

て
被
覆
さ
れ
て
ゐ
る
｡

有
田
川
谷

(
即
ち
此
塵
で
は
有
阿
川
断
層
組
と
命
名

す
)
を
隔
て
て
閣
ケ
高
地
観
は
封
饗
せ
る
大
川
内
岳
地

三
l

凹

l



地

球

節
十
八
巻

盛

は
伊
常
盤
町
の
南
方
腰
按

(
四
八
七
､
七
米
)
は
初
ま

-

､
粛
々
粟
な
る
牧
山

(
五
五
五
米
)
骨
螺
山

(
五
九

九
p
二
米
)罰
愛
山

(
五

一
八
兼
)
及
び
金
山
岳

(
三
五

二
.
二
光
)
は
終
る
も
の
で
あ
る
O
山
背
の
長
n
約
九
粁

で
あ
る
｡
腰
岳
の
山
階
は
石
英
粗
面
岩
と
玄
武
岩
と
は

よ
っ
て
成
-
､

一
に
伊
前
里
富
士
の
名
を
有
す
る
葦
山

容
優
雅
で
あ
-
､
鼎
愛
山
及
び
膏
螺
山
は
典
に
石
英
難

所
岩
或
は
輝
石
安
山
岩
及
び
基
塊
岩
に
よ
っ
て
構
成
n

れ
､
其
机
骨
は
露
用
し
､
山
腹
斜
面
の
傾
斜
も
大
に
し

て
奇
勝
は
富
ん
で
ゐ
る
｡
従
っ
て
其
表
面
の
地
被
は
薄

-
夜
-
極
端
在
場
合
は
金
-
存
在
せ
ず
し
て
､
廃
は
よ

っ
て
は
岩
峰
或
は
岩
石
稜
を
鍾
じ
て
仝
-
岩
石
斜
面
を

構
成
し
て
ゐ
る
.
叉
此
の
山
の
漕
所
に
あ
る
谷
壁
に
垂

匿
を
岩
壁
を
現
す
様
な
と
乙
ろ
が
あ
る
の
は
､
風
化
作

用
の
速
度
よ
-
も
浸
蝕
の
速
度
が
充
分
に
大

き
い
事
が

判
る
｡
攻
に
大
州
内
岳
地
盛
の
南
々
栗
に
督

っ
て
.
藤
津
郡

と
兼
彼
杵
郡
と
の
両
郡
境
に
'
厳
重
減
山
脈
と
呼
ば
れ

る
小
地
租
が
あ
る
｡
乙
れ
は
鹿
塞
減
山
(
六
〇
入
来
)
を

鈴

二
批

二
三

四
二

中
心
に
北
に
四
八
五
兼
と
三

二

光
の
無
名
の
山
､
南

は
高
見
山

(
五
二
〇
米
)
を
按

へ
て
ゐ
る
.
此
の
山
脈

の
北
部
に
は
醐
六
山
(
四
四
七
米
)
の
小
地
鞄
が
沸
酉

に
走
っ
て
ゐ
る
O

又
本
地
帯
の
東
部
に
は
玄
武
岩
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

た
る
八
幡
山
地
盛
が
'
八
幡
山
(
七
六
三
七
六
米
)
を
中

心
と
し
て
'
兼
に
は
瀬
月
木
場
山
(
六
八
五
､
玉
来
)
両



ほ
は
輝
石
安
山
岩
よ
か
成
れ
る
眉
-;

(
五

1
八
､
二
光
)

の
三
両
が
東
関
に
約

一
〇
粁
に

瓦
っ
て
配
列
し
て
ゐ

る
0其
の
南
に
は
鬼
鼻
山
地
塵
が
盟
撤

(
四
六
七
､
七
米
)

を
兇
首
と
し
て
兼
に
は
嗣
子
山

(
三
六

一
光
)
敬
.
酉

.･
ガ
p･,

に
は
馬
上
峠

(
二
一
〇
米
)
h
l越
え
て
徳
連
山

(
四
_

脚
光
)
h
T控

へ
で
.
未
開
十
六
粁
ほ
亙
っ
て
建
っ
て
ゐ

る
｡
薯
は
両
手
山
の
如
き
は
精
密
に
観
察
す
る
時
は
'

そ
れ
自
身
は
於
で
も
南
北
に
走
る
小
地
塵
で
あ
る
｡
即

ち
両
手
山
及
び
其
の
南
に
大
中
山

(
二
七

.I
米
)
男
岳

(
二
四
五
米
)
を
従

へ
た
る
六
粁
の
小
地
盛
山
脈
で
あ
っ

て
､
酉
在
る
鬼
鼻
山
地
鞄
と
は
海
抜
約
七
六
米
の
鈴
山

崎
は
よ
っ
て
切
断
ruれ
て
ゐ
る
｡

此
の
苗
に
は
六
角
川
の
沖
積
中
野
を
距
で
ゝ
杵
島
山

地
盛
が
南
北
に
配
列
す
る
｡
こ
れ
は
杵
島
郡
を
東
部
な

る
低
原
部
と
西
部
山
地
帯
と
ほ
分
つ
境
界
山
脈
で
あ
っ

て
.
北
は
橋
下
村
に
凝
し
､
南
は
腹
m
川
の
左
岸
に
逼

る
と
こ
ろ
の
長
さ
八
粁
帽
約
二
粁
の
美
事
怒
る
小
地
鞄

で
あ
る
｡佐

FNTrJ鵬
の
日
蝕
地
排
(
三
)

fJ
れ
の
酉
は
隣
っ
て
六
角
川
の
上
流
た
る
武
雄
川
と

潮
見
川
に
挟
ま
れ
た
る
御
船
山

(
二

一
1
米
)
を
中
心

と
す
る
も
の
､
或
は
史
に
其
の
南
部
は
慮
嬢
減
山

(
二

八
七
･九
米
)
を
盟
主
と
し
て
東
酉
に
走
る
小
地
盛
が
存

在
す
る
｡
ruれ
ど
何
れ
も
梗
高
低
-
'
叉
開
折
も
細
か

に
行
は
れ
て
､
極
め
て
不
明
瞭
を
地
形
を
量
す
る
｡
又､ト一ノ

rJ
れ
ら
の
地
風
群
の
中
心
に
は
松
浦
川
の
上
流
た
る
鳥

海
川
や
其
他
の
小
支
流
に
よ
っ
て
扇
状
に
閉
析
ruれ
光

ア
コウ

る
赤

穂

山
地
盛
が
､
赤
穂
両

(
三
〇
〇
米
)
を
中
心
と

し
て
南
北
に
走
ら
､
其
の
兼
斜
面
な
る
六
角
川
の
支
流

た
る
武
雄
川
と
の
分
水
嶺
む
な
し
明
か
に
衷
佐
賀
堀
と

裏
佐
賀
豚
の
境
界
と
在
っ
て
ゐ
る
｡

B
第
三
紀
丘
陵
地
帯

次
に
第
三
紀
丘
陵
地
昔
に
つ
い
て
iJ
あ
る
が
､
此
鹿

は
殆
ん
ど
全
部
第
三
紀
暦
の
箪
純
在
る
丘
陵
の
連
縛
で

あ
る
.
唯
僅
か
に
伊
簡
鬼
の
北
部
､
太
平
山
附
近
並
に

大
野
岳
'
外
極
め
て
局
部
的
在
る
数
ヶ
所
に
玄
武
岩
が

存
在
せ
る
に
過
ぎ
な
い
｡
そ
し
て
rJ
れ
ら
数
ヶ
所
の
火

山
岩
分
布
地
域
を
省
け
ば
金
部
首
米
か
ら
二
百
米
前
後

三
三

四

三



地

の
小
丘
の
辿
紙

す
る
地
帯
で
あ

る
O
c
玄
武
岩
基
地

iJ.∫
仙¶最
後
に
本
恥

の
舵
北
部
な
る

玄
武
岩
を
地
猫

の
地
域
は
北
松

浦
や
i
P
食
昭
に

A
っ
て
ゐ
る
｡

此
の
玄
武
岩
は

花
組
岩
或
は
節

1山̀
和
樹
の
滋
何

と
被
越
し
て
ゐ

る
の
で
あ
っ
て

地
形
は
次
の
岩

見
に
示
す
が
如

き
棒
め
て
起
伏

叫叫
ト
し

節

鮮
十
八
懲

華 :I:-=!-_I--≡室 I-~-t ttt---I--I

平Ttiの玄武岩番地 (JJrrJ･軌'rLのノTl･･Tl了の!転地を示す)

新
二
錬

二
砧

四
円

の
小
さ
さ

玄
武
岩
な
地
を

作
っ
て
ゐ
る
｡
此
の
地
櫛
の

花
髄
岩
の
分
和
は
+
.に
松
浦
川
下
流
六
川.il
の
川
本
附
近

J･ウ
I拝り

か
ら
爪
広

幣

mLi
に
嬉
し
二
川
は
和
浦
川
中
流
に
及
ぶ

.[

帯
で
あ
っ
て
､
共
の
殆
<
ど
中
央
部
と
南
北
に
玄
武
岩

に
ょ
つ
て
被
従
r,
れ
て
'
花
尚
岩
の
地
表
に
ょ
る
迎
給

は
中
断
さ
れ
て
ゐ
る
.
そ
も
そ
も
此
の

一
昔
は
小
川
博

士
の
説
に
よ
れ
ば
‖
繋
紀
か
ら
第
二
7紀
時
代
に
遷
る
中

間
に
放
て
人
世
動
を
咋
じ
､
筑
紫
-;
脈
は
州
北
〃
向
に

断
裂
し
て
g
=振
二
大
山
々
塊
と
並
的
僻
肘的r
被
杵
隼
･iPと

の
川
に
幅
の
廉

い
地
溝
朕
の
附
結

滞
hl稚
じ
ね
｡
そ
し

/し
第
三
紀
の
初
期
か
ら
此
展
に
粘
戒
肘
や
陸
成
肘
が
沈

桃
し
て
介
忙
中
ヤ
祁
炭
肺
>
･爽
ひ
川
調
節
｡
.(紀
肘
が
琉

い
地
域
に
止

って
鞍
=+.513し
た
.
府

北
部
の
敬
川
は
此
の

如
-
節
;1:紀
の
iC
肘
中
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
が
､
第
二
.舵

の
新
州
に
な
っ
て
も
渡
船
或
は
陸
戊
の
堆
桃
は
形
成
r
J

れ
､部
分
的
に
は
玄
武
山.G
の
境
川
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
.

次

い
で
揃
に
は
多
良
火
山
の
帆
出
が
あ
っ
た
-
'
或
は

地
髄
の
外
陣
迩
動
も
之
に
作
っ
て
起
っ
た
｡
期
-
て
節

.71I和
せ
地
林
も
日
蝕
問
軒
に
よ
っ
て
地
火
は
耕
し
-
形



刻
rJ
凍ュ
て
ゐ
k
t｡
fJ
れ
が
重
機
と

し
て
沈
降
し
わ
粘
基

到
る
と
こ
ろ
に
溺
れ
谷
を
形
成
し

､
現
在
東
於
浦
牛
島

や
北
松
浦
牛
島
(
長
崎
膳
に
あ
-
)に
見
る
が
如
き
極
め

て
龍
郷
な
る
鋸
南
状
の

沈
降
梅
岸
を
生

じ
火
の
で
あ

る
｡
次
に
此
の
海
岸
は
つ
い
て
し
ば
ら
-
述
べ
て
み
ょ

う
｡
(
未
完
)

地
名
の
地
理
学
的
考
察
と
そ
の

一
例
(

三

二

欄
か
蒜

紺
)

小

林

.

悟

一

h
､
方
之
も
平
面
を
基
本
瓜
憩
と
し
た
も
の
で
､
方
向
の
み

な
ら
ず
方
城
の
意
味
は
と
っ
て
7P
こ
J
は
入
れ
る
の
が

黄
昏
と
m
a
は
れ
る
｡
大
槽
左
の
如
き
も
の
で
あ
る
｡

1

け一

野
方
(早
)摂
ガ
〔
糸
)萱
方
t
H
か

｡

雛

廿

･
船

方
(
≡
)
｢北
方
(
秤
)L
M岬

六
船
方
(
秤
)平
方

.井
)

平
地
の
二
佃
は
別
と
L
ttJ
､
山
地
部
の
も
の
は
よ
-

地
形
の
塵
化
が
方
城
の
観
念
に
密
接
に
作
用
し
て
ゐ
る

こ
と
を
物
語
る
7P
の
ガ
と
瓜
ふ
｡

(
第
二
閲
磐
照
)
負

方
の
み
は
山
浬
inJ谷
で
あ
っ
て
峨
方
の
意
で
あ
る
か
ら

地
名

の
地
珊
噂
的
考
鰯
と
そ
の

一
例
(
≡
)

別
と
し
て
'
他
は
皆
山
麓
で
あ
る
｡
野
方
は
妊
苫
式
な

ど
に
頻
出
騨
と
あ
る
も
の
だ
と
さ
れ
て
ゐ
る
O
タ
を
田

に
取
る
な
ら
ば
糠
Em
叉
は
浬
-
.tJ
足
が
桝
れ
/上
付
-

ヌ

カ
ル
糊
で
あ
ら
ぬ
ば
な
ら
ぬ
が
p
等
者
地
形
を
案
ず
る

に
叶

岳
列
の
丘
麓
原
に
近
-
め
-
､
そ
の
北
西
在
る
｢
平

原
｣
在
る
地
名
と
恩
合
せ
て
'

ヌ
カ
タ
な
る
膏
に
婁
-

な

い
が
､
野
方

の
用
字
が

妥
督
な
る
を

憩
ふ
の
で
あ

る
0奥
方
は
加
都
農
相
手
兼
の
谷
の
兼
側
に
あ
っ
て
､
小

丘
を
負
ふ
｡
を
の
小
丘
の
北
紬
に
は
野
活
が
あ
る
｡
典

三

先

四

就


